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こ
れ
ま
で
刊
行
し
て
き
ま
し
た
、

町
史
五
霞
の
生
活
史
「
水
と
五
霞
」
、

「
資
料
Ⅰ
」
に
引
き
続
き
、
町
史
第

３
巻
「
資
料
Ⅱ
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
刊
行
さ
れ
た
「
資
料
Ⅱ
」
は
、

６
章
構
成
で
、
主
に
古
代
・
中
世
か

ら
近
現
代
ま
で
の
史
資
料
等
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

町
史
第
３
巻
　
五
霞
の
生
活
史
「
資
料
Ⅱ
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た

　
五
霞
の
生
活
史
「
資
料
Ⅱ
」

　
　
　
　
　
　
　
　  

の
紹
介

◇
第
１
章
　
古
代
・
中
世
の
五
霞

　
　
町
内
に
所
在
す
る
中
世
の
板
碑

を
中
心
と
し
た
石
造
物
、
五
霞
町

域
と
そ
の
周
辺
に
関
わ
り
の
深
い

人
物
の
系
図
類
。
ま
た
、
東
昌
寺

年
代
記
と
本
土
寺
過
去
帳
の
五
霞

の
地
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分

を
収
録
し
て
い
ま
す
。

◇
第
２
章
　
小
沢
家
・
藤
沼
家
文
書

　
　
小
沢
家
・
藤
沼
家
文
書
は
、

「
水
と
五
霞
」
・
「
資
料
Ⅰ
」
で

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、

小
沢
家
文
書
で
は
、
幸
館
新
田
と

江
川
村
、
藤
沼
家
文
書
で
は
、
川

妻
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
政
治
と

生
活
に
関
す
る
文
書
を
収
録
し
て

い
ま
す
。

◇
第
３
章
　
松
本
家
文
書

　
　
「
松
本
家
書
簡
目
録
」
及
び

「
小
沢
・
藤
沼
・
松
本
家
文
書
目

録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
書
の

中
か
ら
、
「
資
料
Ⅰ
」
で
は
紹
介

の
で
き
な
か
っ
た
御ご

よ
う
ど
め

用
留
と
、
主

に
配
符
、
交
通
、
譜ふ
し
ん請
、
私
文
書

関
係
の
各
文
書
を
収
録
し
て
い
ま

す
。

◇
第
４
章
　
隆
岩
寺
文
書

　
　
隆
岩
寺
は
、
徳
川
家
康
の
長
男

松
平
信
康
の
菩
提
寺
で
す
。

　
　
ま
た
、
幸
館
村
一
円
が
寺
領
で

あ
り
、
幸
館
村
農
民
の
領
主
で
し

た
。
こ
こ
で
は
、
寺
務
関
係
と
、

幸
館
村
農
民
と
隆
岩
寺
と
の
諸
関

係
を
表
す
文
書
を
収
録
し
て
い
ま

す
。

◇
第
５
章
　
近
現
代
文
書
・
村
の
政

　
　
　
　
　
治

　
　
昭
和
35
年
「
五
霞
村
建
設
基
本

計
画
書
」
か
ら
平
成
22
年
「
第
五

次
五
霞
町
総
合
計
画
」
ま
で
の
町

で
策
定
し
て
き
た
総
合
計
画
や
、

広
報
ご
か
の
主
要
記
事
、
昭
和
７

年
の
「
経
済
更
生
模
範
実
行
町
村

計
画
書
」
の
五
霞
に
該
当
す
る
部

分
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

◇
第
６
章
　
近
現
代
文
書
・
軍
隊

　
　
戦
争
に
関
す
る
史
料
の
中
か
ら
、

日
清
・
日
露
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
に
関
す
る
軍
事
関
係
郵
便
、
日

露
戦
争
に
従
軍
し
た
近
衛
騎
兵
曹

長
の
日
記
や
、
戦
争
を
体
験
し
た

方
の
聞
き
取
り
調
査
の
内
容
を
収

録
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、

多
く
の
方
か
ら
史
資
料
等
を
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。


